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元号が「令和」となり初めての刊行となった。慌ただしい毎日の中で、ふと、尚絅学園は明治から平成までの四時代をどのように見て
きたのであろうか？先達の方々はどのような思いで尚絅学園を築いてこられたのだろうかと考える。これから続いていく「令和」の名の
とおり、新しい時代への希望を感じさせる学園となるために、また次代に残していくものを創造するために自分自身ができることは
何かを問いながら過ごす毎日である。先達の方々も同じ気持ちでその時代を過ごされたのであろうか。

後
塞

（C.F）

※入試日程については、次号にてお知らせします。

AO入試選考日程

選考日程

選考日程

選考日程

■現代文化学部

AO入試選考日程
■短期大学部【総合生活学科】 募集人員/80名　 【食物栄養学科】 募集人員/80名　 【幼児教育学科】 募集人員/150名

■生活科学部【栄養科学科】 募集人員/70名　編入学定員/10名

０8月19日（月）～０8月28日（水） ０8月30日（金） ０9月13日（金）０8月０3日(土) ０8月０9日(金)《第1回》2019年０7月０1日（月）～０7月29日（月）

10月０8日（火）～10月18日（金） 10月23日（水） 11月０8日（金）０9月28日(土) 10月０4日(金)《第2回》2019年０9月０2日（月）～０9月20日（金）

12月24日（火）～０1月０9日（木） ０1月10日（金） ０1月22日（水）12月14日(土) 12月20日(金)《第3回》2019年11月21日（木）～12月10日（火）

エントリー期間 授業体験・面談 結果連絡 出願期間 合格通知発送 入学手続締切

０8月19日（月）～０8月28日（水） ０8月30日（金） ０9月13日（金）０8月０3日(土) ０8月０9日(金)《第1回》2019年０7月０1日（月）～０7月29日（月）

10月０8日（火）～10月18日（金） 10月23日（水） 11月０8日（金）０9月28日(土) 10月０4日(金)《第2回》2019年０9月０2日（月）～０9月20日（金）

12月24日（火）～０1月０9日（木） ０1月10日（金） ０1月22日（水）12月14日(土) 12月20日(金)《第3回》2019年11月21日（木）～12月10日（火）

エントリー期間 授業体験・面談 結果連絡 出願期間 合格通知発送 入学手続締切

2019年11月０1日（金）～11月11日（月） 11月25日（月）11月16日（土） 12月０6日（金）推薦入試（指定校、一般、併設校）、社会人入試、外国人留学生入試

入試区分 出願期間 選考日 合格発表 入学手続締切

2019年11月０1日（金）～11月11日（月） 11月25日（月）11月17日（日） 12月０6日（金）推薦入試（指定校、一般、併設校）、社会人入試、外国人留学生入試

入試区分 出願期間 選考日 合格発表 入学手続締切

2019年11月０1日（金）～11月11日（月） 11月25日（月）11月16日（土） 12月０6日（金）

2019年11月21日（木）～12月０3日（火） 12月16日（月）12月０7日（土） 12月24日（火）

推薦入試（指定校、一般、併設校）、社会人入試

編入学試験（3年次）

入試区分 出願期間 選考日 合格発表 入学手続締切

【文化コミュニケーション学科】 募集人員/75名

2020年度 入試日程のお知らせ

尚絅大学･尚絅大学短期大学部入試センター ☎０９６-２７３-６３００
※詳しくは募集要項またはＷＥＢでご確認ください。

〈お問い合わせ先〉

（2020年1月以降に実施する入試については、次号にてお知らせします。）

大学ホームページ

入試説明会
11月16日（土） 14:00～
11月17日（日）   9:30～

〈第1回〉
〈第2回〉

入試説明会
11月16日（土） 14:00～
11月17日（日）   9:30～

〈第1回〉
〈第2回〉

12月14日（土）  9:30～〈第3回〉

INFORMATION



●出身　昭和33年（1958年） 熊本県生まれ
●趣味　ゴルフで未熟な自分を鍛えています。
●好きな食べ物　贅沢を言わずに何でも食べます！
●休日の過ごし方　
　ゴルフ、家庭菜園、ニワトリ飼育、掃除・洗濯、
　孫と遊び親族で温泉、友達と飲む、自由遊び場「長嶺プレイパーク」
　（二か月に一回）、自治会の仕事（青少年育成協議会）
●尚絅の好きなところ　建学の精神に感銘を受けています。

幼保連携型認定こども園 尚絅大学短期大学部附属こども園

五嶋 改藏 園長
ご と う かいぞう

令和元年4月就任

【プロフィール】

コンビニエンスストアをオープン！
　2019年4月1日、九品寺キャンパス及び武蔵ヶ丘キャンパス内にコンビニエンス
ストア「生活彩家（せいかつさいか）」を２店同時オープンしました。
　幅広く豊富な品揃えと多様な決済手段に対応したコンビニレジの導入により、
快適なキャンパスライフを送ってもらいたいと考えています。是非ご利用ください。

【生活彩家　尚絅九品寺店】　九品寺キャンパス 大学１号館１階　　営業時間：7時30分～19時00分
【生活彩家　尚絅武蔵ヶ丘店】　武蔵ヶ丘キャンパス 短大１号館１階　営業時間：8時00分～18時30分
※両キャンパスとも平日のみ営業（土日祝および学園指定日は休み）

新任教職員紹介

■尚絅大学・尚絅大学短期大学部
  大熊 薫（学長）
 
■尚絅大学生活科学部／栄養科学科
  澤部 加奈子（講師）
  松本 真実（助手）
 
■尚絅大学短期大学部／食物栄養学科
  木村 美穂（助手）

■尚絅大学短期大学部／総合生活学科
  岩下 紀子（教授）　中里 和弘（准教授）
  佐草 智久（助教）
 
■尚絅大学短期大学部／幼児教育学科
  生野 金三（特任教授）
 
■尚絅高等学校
  金本 晋太郎（教諭）　椎葉 宝史（講師）
 
■尚絅大学短期大学部附属こども園
  五嶋 改藏（園長）
 

■尚絅大学／九品寺キャンパス
  橋本 明子（職員）　塚本 千晶（職員）
  白石 千尋（職員）　髙山 瑞生（職員）
  角田 裕弥（職員）　吉田 茉夕（職員）
  坂口 文華（職員）

■尚絅大学／武蔵ヶ丘キャンパス
  大倉 達也（武蔵ヶ丘事務部長兼就職課長）
  吉井 祐治（武蔵ヶ丘教務課長）
  大塚 邑玲（職員）　中上 茜（職員）
  本武 桃佳（職員）　村田 裕喜（職員）

園長紹介（新任）

●出身　昭和33年（1958年） 大分県生まれ
●趣味　海外旅行　占い
●好きな食べ物　スイーツ　フルーツ
●休日の過ごし方　掃除、洗濯、読書、温泉
●尚絅の好きなところ
　生徒の飾らない、清楚な雰囲気と
　女子校らしい優しさが溢れているところ

尚絅中学校 尚絅高等学校

秦 すみ子校長
は た

平成30年4月就任

【プロフィール】

校長紹介

　就任してまだ2か月です。会議や書類作成、それに授業に追い
立てられ、心のゆとりがありません。今の心境はそういうわけで
本物かどうかわかりませんが、学長とは肉体的に疲れる仕事を
することができる人でなければならないと感じました。さらに精
神的には、どこか不屈の精神を持っていることが大切だと感じ
ます。正しいことは正しい、間違っていることは間違っていると、
はっきり言える学長でありたいと思っています。健康な肉体と精
神の両方が私に備わっているか、それが問題です。会う人ごとに
「頑張ります」、と言っています。どこまで頑張れるか。
　大学に関しては、毎日、学生さんの屈託のない明るい笑い声
を聞くことができ、ここにきて幸せだなと感じています。もう少
し会議が少なければもっといいのですが。また事務職員の方々
がとても親切に、しかも親身になって学生さんたちと接しておら
れる姿を拝見し、ここは学生さんたちにとって極めてやさしい大
学だと感じています。その意味で、ここはとても素晴らしい大学
だと思います。

尚絅大学・尚絅大学短期大学部の
新学長に大熊薫が就任いたしました。

【プロフィール】
●出身　昭和24年（1949年）6月 福岡県生まれ
●趣味　漆工芸、伝統の木工細工の作成 ●好きな食べ物　嫌いな食べ物がありません。
●休日の過ごし方　漆塗り、カミサンとデイト ●尚絅の好きなところ　学生さんの明るい笑い声が絶えないところ。

今年4月に学長に就任　心境と大学の印象
　中長期行動計画の折り返しにあたって、私の抱負はこれが計
画通りに進められるよう、できるだけ頑張るしかないと覚悟を
新たにしているところです。ただ、教員の方々、事務職員の方々
がとても優秀ですので、私が横から変なことを言い出さないよ
う、それだけは自分自身に注意しておきたいと思います。学生さ
んたちは、これまで通り明るく素直で楽しい学生生活を送って
ほしいと願っています。もし学生さんたちの心にゆとりがあれ
ば、弱い人の立場に身を置くことができるような人に将来なって
ほしいのですが、今は精一杯、学生生活を楽しんでほしいです。

　先ほども述べましたが、この大学にいる間は楽しいかもしれ
ません。しかし、いったん卒業して社会に出たとき、突然の荒波
が襲ってくることもあります。そのような時、しっかりと前を向い
て立っておくことができるよう、今のうちに、専門教育だけでな
く、一般教養も身に付けておいてほしいと願っています。一般教
養の中には、将来の人生の指針となるような教えも含まれている
からです。最後になりますが、何といっても健康が一番です。体
に十分留意して、楽しいキャンパスライフを送ってください。

中長期行動計画の折り返しにあたっての抱負

学生に望むこと

Wi-Fiの環境を整備しました。
　九品寺キャンパス及び武蔵ヶ丘キャンパスでは、ICTを活用した教育の更なる推進を目指し、Wi-Fi環境を整備しました。Wi-Fiイン
フラが整備されたことで、手持ちのタブレットやスマホからも容易にアクセスでき、学生自ら積極的に学修できる環境が整いました。

おお くま かおる

大熊 薫 学長

　私学には、時代や人々の考え方が変わっても、揺るぎない「建学の
精神」を土台とした生き方があります。私は、この「建学の精神」を念
頭に置いた指導こそが「尚絅学園」の存在意義に繋がると考えてい
ます。私学の教員であることを自覚し、自分の責務を考え、何をすべ
きであるか日々自己研鑽に努めていきたいと思います。

中長期行動計画の折り返しにあたっての抱負

　中学・高校時代は、人生の中で一番みずみずしい感性を持ってい
ます。この時期に触れた本物の芸術や出会った人、学んだことは一
生の財産になります。勉強だけ、部活だけではなく、常にアンテナを
張り、失敗を恐れず、まず挑戦すること！その中から自分の可能性
は必ず広がります。

生徒に望むこと

　37年間、教職生活を通じて人生を楽しみ成長し社会に貢献でき
ることを喜びとしてきました。今後とも「喜びと感謝。立志・報恩・成長
の努力」を座右の銘に頑張ります。
　尚絅こども園の印象をキャッチコピー風に表すと、「自然がいっぱ
い！質の高い教育。愛情がいっぱい！豊かな保育。安心がいっぱい！
子育てを支援」です。社会を生き抜く未来の創り手の育成を目指し、
よりよい教育・保育を通して、よりよい社会づくりに貢献します。

就任の心境とこども園の印象

　本学園のミッションやビジョンのもとで、平成30年4月から改訂され
た「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」の趣旨を踏まえ、生
涯における人格形成の基礎を培うとともに、保護者の子育て支援に
全力を尽くします。

中長期行動計画の折り返しにあたっての抱負

特集、新任教職員紹介、キャンパス整備

020 20 1

（令和元年5月1日付）



平成31年4月3日（水）、尚絅アリーナ（九品寺キャンパス）にお
いて、尚絅大学・尚絅大学短期大学部入学式が挙行され、
今年度は375名（大学生122名、大学編入学生7名、短期大
学部生246名）の新入生が新たなスタートを切りました。

令和元年度　尚絅大学・尚絅大学短期大学部入学式が挙行されました。

　2018年8月27日（月）から10カ月間、交換留学生として一貫高校
2年生に在籍したデンマーク、コペンハーゲン出身のマチルデ
さんが、6月21日（金）に帰国しました。来日直後、熊本の暑さにも
負けず、体育祭に向けて必死にソーラン節を練習していた姿、
掃除服を身に着けて一生懸命に教室を掃除する姿、誰もが驚く
ほど上達した日本語。彼女のひたむきな姿にたくさんの生徒
たち、職員が元気をもらいました。和装礼法部に所属し、ひとりで

着物も着られるようになっ
たマチルデさんは正真正銘
の尚絅乙女！ またいつの
日か熊本に、尚絅高校に
遊びに来てくれる日を楽し
みにしています。

ありがとう！マチルデ（交換留学生）

　2月12日（火）～16日（土）の日程で、
シンガポール、台湾、関東、関西の4
コースで行いました。国際交流、異文
化理解、スキー体験、日本再発見と、
それぞれのコースでそれぞれの学び
があり、充実した思い出深い修学旅
行となりました。

修学旅行に行ってきました！

　親子でこども園「園内めぐり」を行いました。交通安全の指導
のため、キャンパス内にある横断歩道を使って正しい渡り方を
一緒に学びました。

　今年度の新入園児の親子が、給食の準備や食事、後片付け
を一緒に行う「給食体験」を実施しました。また、保護者の方に
は野菜の切り方や味付け等も参考にしていただきました。

年度初めには、園での生活に慣れるため「親子一緒での活動」を行っています。

親子での園内めぐり 新入園児親子の給食体験

尚絅食育の日
　6月19日に、「尚絅食育の日」～お魚の日～を実施しました。今年度は、
天草地区漁業士会の協力で、天草の真鯛を使った天丼とアオサ汁を
学食で提供しました。『くまモン』も応援に駆けつけ、天草の魚の
美味しさを再発見することができました。

尚絅食育研究センター

第５回保育実践講演会
　本学幼児教育学科非常勤講師の相澤幸代先生より、『子どもの体
と心を豊かに育てるリズム遊び』というテーマで、0歳からの発達を
ふまえてご講話いただきました。その後は、実践演習を行い、リズム
遊びの方法や介助の仕方などを具体的に学ぶことができました。

尚絅子育て研究センター

パネルディスカッション
　パネルディスカッション「熊本から考えるコンテンツ・ツーリズムの
可能性」を開催し、熊本県庁に設置されたマンガ『ONE PIECE』の
主人公ルフィの銅像設置に関わる可能性などについて、150名近くの
参加者とともに議論しました。

尚絅地域連携推進センター

ボランティア活動報告会
　各学科の学生が集結し、ボランティア活動報告会を実施しまし
た。ボランティア活動を通して学生は、人との関わり方、様々な人間社
会の仕組みや、偏見なく人を思いやる大切さなどを学びました。

尚絅ボランティア支援センター

　4月9日（火）～15日（月）まで、世界に誇れる日本の素晴らしい
伝統文化である着物文化を披露するため、ワシントンDC「全米
桜祭り」に高校和装礼法部3年生の田中璃有さん、髙井裕理
さん、是住夏未さんが招待されました。現地ではJWマリオット

ホテル、スミソニアン博物
館・フリーア美術館で着装
披露を披露し、またJapan 
Bowlでは現地の学生との
交流も図られました。海外
で初めての着装披露で緊張
もありましたが、素晴らしい
経験をさせて頂き大きな
財産となりました。

ワシントンD.C「全米桜祭り」に参加

　2月15日（金）～18日（月）にアメリカのフロリダ州で開催された
TWIRL MANIA Internat ional Championships 2019で
中学3年生の上田絢愛さんがスリーバトン部門1位、トゥーバトン
部門2位、フリースタイル部門3位という輝かしい成績を収めました。
2019年8月3日（土）～8日
（木）にはフランスのリモー
ジュで開催される第10回
WBTFインターナショナル
カップに日本代表選手と
しての派遣が決まってい
ます。上田さんの活躍を
心より応援しています。

バトンで世界へ！

中央白いユニフォームが上田さん

イベントリポート

03 0 4



１．決算の概要
　学校法人尚絅学園の平成30年度決算は、令和元年5月28日開催の理事会において承認・議決され、同日開催の評議員会に報告され
ました。また、監事及び監査法人の承認を得ております。以下、その内容についてご説明いたします。

　資金収支計算書の収入の部において、学生生徒等納付金収入は1,418百万円となり、前年度比25百万円減少しました。また、補助金
収入として76 0百万円を計上し、前年度比389百万円減少しました。これは平成29年度決算においては、熊本地震災害復旧補助金
325百万円の計上等があったことが減少要因です。寄付金収入は平成30年度から130周年施設整備寄付金が開始となり14百万円を
計上、前年度比9百万円増加しました。
　支出の部では、人件費支出は1, 5 3 4百万円であり、前年度比72百万円増加しました。教育研究経費支出は327百万円で前年度比
629百万円減少、管理経費支出は186百万円で前年度比33百万円増加しました。教育研究経費支出における減少要因は、平成29年度
決算において熊本地震災害復旧費支出599百万円を計上したことに依るところが影響しています。その他、資産運用支出は310百万円と
なり、前年度比257百万円増加しました。以上の結果により、次年度繰越金は987百万円となり前年度比122百万円増加いたしました。

　平成30年度の事業活動収支計算書における特徴的なものは、学生生徒等納付金及び経常費等補助金の減少を主要因とした事業活動
収入が前年度比485百万円減少したことに対し、事業活動支出では私立大学等経常費補助金返還金の支出等もあり、対前年比82百万円
増加しました。
　その結果、教育活動収支差額は△115百万円となり、前年比462百万円減少しました。同様に基本金組入前当年度収支差額は△103百万円
となり、前年度比567百万円減少しました。

資金収支計算書は、当該会計年度の諸活動に対応する全ての収入及び支出の内容並びに当該会計年度における
支払資金の収入及び支出の顛末を明らかにするものです。

（1）資金収支計算書

事業活動収支計算書は、企業会計の損益計算書に類似するもので、当該会計年度における経常的な教育
活動及び教育活動以外の活動並びにその他の臨時的な活動に区分し、それぞれの収支を明らかにし、収支の
バランスを示すものです。

（2）事業活動収支計算書

資金収入の部
学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

1,418
20
14
760
1
0
10
65
0

436
414

△ 555
865
3,446

1,443
23
5

1,149
1
0
5
60
200
450
123

△ 841
1,027
3,645

△ 25
△ 3
9

△ 389
0
0
5
5

△ 200
△ 14
291
286

△ 162
△ 199

平成30年度 前年度 増　減 資金支出の部
人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
資金支出調整勘定
支出の部小計
　
次年度繰越支払資金
支出の部合計

1,534
327
186
0
0
52
97
310
79

△ 125
2,460
　
987
3,446

1,462
956
153
0
14
6

160
53
141

△ 166
2,780
　
865
3,645

72
△ 629

33
0

△ 14
46

△ 63
257
△ 62
41

△ 320

122
△ 199

平成30年度 前年度 増　減

資金収支計算書要約　平成30年4月1日から平成31年3月31日まで （単位：百万円）

事業活動収入の部
（教育活動収入計）
  学生生徒等納付金
  手数料
  寄付金
  経常費等補助金
  付随事業収入
  雑収入
（教育活動外収入計）
  受取利息・配当金
（特別収入計）
  現物寄付等
　　　　　　　　　 事業活動収入計

（2,304）
1,418
20
4

760
10
94

（1）
1

（13）
13

2,317

平成30年度 事業活動支出の部
（教育活動支出計）
  人件費
  教育研究経費
  ［内奨学費］
  ［内減価償却額］
  管理経費
  ［内減価償却額］
（教育活動外支出計）
  借入金等利息
（特別支出計） 
  資産処分差額
　　　　　　　　　 事業活動支出計
基本金組入前当年度収支差額
基本金組入額 
当年度収支差額

（2,420）
1,500
696

（77）
（369）
224

（26）
0
0

（  ）
0

2,420
△ 103
△ 75
△ 178

平成30年度

事業活動収支計算書要約　平成30年4月1日から平成31年3月31日まで （単位：百万円）

学校法人尚絅学園　平成30年度決算の概要

「尚絅学園古本募金」はじめました
　平成31年4月より開始した「尚絅学園古本募金」は、皆様から読み終えた本・DVD等をご提供いただき、その査定換金額が尚絅学園に寄付
される取り組みです。寄付金は、学生・生徒等の育英奨学金のために役立てられます。「尚絅学園古本募金」は、取引集荷・査定換金・募金
送金の運営を「古本基金きしゃぽん」（運営：嵯峨野株式会社）に委託して実施しています。

【お申込みと集荷について】 電話またはWEBからお申し込みいただくだけで、ご指定の時間にご自宅まで宅配業者が受け取りに伺います。
 5冊（5点）以上であれば送料無料です。

〈WEBで申込む〉

（受付）24時間・365日Kishapon .com/shoke i -gakuen/

尚絅学園　古本募金 〈電話で申込む〉

（受付）9時～18時・365日オペーレーターに団体ＩＤ 172 とお伝えください。

0120 -29 -7000

古 本 募 金

❷査定・換金❶梱包・申込

宅配業者が伝票をもって
引き取りに伺います。
梱包用の箱等（任意）は恐れ入りますが
ご自身でご用意ください。

きしゃぽんからも1件につき
100円が寄付されます。 お名前を添えて寄付します。

❸寄付

申込書

5冊（点）から
送料無料

古 本 募 金 の 流 れ

読み終えた

で本・DVD
募金ができま

す

「尚絅学園創立130周年記念募金」～教育・研究の施設、設備充実のための募金～の報告とお願い
　創立13 0周年を機に、平成30年4月より本学園の教育・研究の施設、設備充実を図るため寄附金募集活動を行っています。皆様
より、ご寄附いただいた寄附金は本寄附金募集の趣旨に則り活用させていただきます。
　ここに、平成30年11月から令和元年5月末日までの寄附の応募状況及び、寄附者ご芳名を掲載いたします。
　多方面のたくさんの方々からご寄附いただきましたことを、心より厚くお礼申し上げます。今後とも、より多くの皆様のご協力ご支援を
賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

［お問い合わせ先］学校法人尚絅学園 学園事務局総務部経理課 寄附金担当
 〒862 - 8678 熊本市中央区九品寺2丁目6番78号 【TEL】096 -364 - 0116 【FAX】096 -363 - 6520 【E-mai l】keir i@shokei -gakuen.ac .jp

□申込及び振込方法、税制上の優遇措置について、詳しくは尚絅学園のホームページをご覧ください。

寄附者芳名録 平成30年11月1日～令和元年5月31日現在

寄 附 金 内 訳

個人・法人・企業等
9件 / ￥3,560,000

現旧役員・教職員
2件 / ￥330,000

合計
11件 / ￥3,890,000

卒 業 生・現 旧 役 員 教 職 員・個 人・法 人・企 業

ご寄附をいただきました方々のご協力に感謝し、ご芳名を掲載させていただきます。

（順不同）

（株）熊本銀行様

（株）肥後銀行　味噌天神支店様

坂田 敦子様

都 芳江様

コカ・コーラボトラーズジャパン（株）様

光多制服（株）様

寺崎 邦子様

尚絅学園　後援会様

香月 光一様

堀尾 久美枝様

寄附金芳名録 平成30年度決算の概要と事業報告

05 0 6



　平成30年度末における固定資産（土地・建物・機器備品・特定資産他）と流動資産（現金預金・未収入金他）を合わせた資産の部合計は
10,920百万円で、建物や教育研究用機器備品の償却が進んだことにより、前年度末と比べて133百万円減少しました。
　一方、長期借入金等の固定負債と短期借入金及び未払金等の流動負債の合計額は1, 203百万円となり、前年度末と比べて30百万円
減少しました。これは退職給与引当金の減少が主な要因です。

科　目
資産の部

固定資産
 有形固定資産
　土地
　建物
　構築物
　教育研究用機器備品
　管理用機器備品
　図書
　車両
 その他の固定資産
　有価証券
　退職給与引当特定資産
　減価償却引当特定資産
　施設設備引当特定資産
　第3号基本金引当特定資産
　奨学寄付金引当特定資産
　その他
流動資産
　現金預金
　未収入金
　有価証券
　仮払金他
資産の部合計

9,760
8,184
1,023
5,538
306
359
38
898
22

1,577
20
550
100
726
176
0
5

1,293
865
410
0
17

11,053

9,814
7,922
1,023
5,284
296
346
45
909
19

1,882
20
550
100
1,026
176
0
10

1,106
987
105
0
15

10,920

本年度末 前年度末 増　減
54

△ 262
0

△ 254
△ 10
△ 13

7
11
△ 3
305
0
0
0

300
0
0
5

△ 187
122

△ 305
0

△ 2
△ 133

貸借対照表　平成31年3月31日

（単位：百万円）
科　目

負債の部

固定負債
　長期借入金
　退職給与引当金
　長期未払金
流動負債
　短期借入金
　未払金
　前受金
　預り金
  災害損失引当金
負債の部合計

671
200
383
88
563
0
79
450
34
0

1,233

608
200
320
87
595
0

125
436
35
0

1,203

本年度末 前年度末 増　減
△ 63

0
△ 63
△ 1
32
0
46

△ 14
1
0

△ 30

科　目
純資産の部

第1号基本金
第3号基本金
第4号基本金
基本金の部合計
翌年度繰越収支差額
繰越収支差額の部合計
純資産の部合計

13,522
176
148

13,846
△ 4,026
△ 4,026
9,820

13,595
176
148

13,919
△ 4,202
△ 4,202
9,717

本年度末 前年度末 増　減
73
0
0
73

△ 176
△ 176
△ 103

負債及び純資産の部合計

負債及び純資産の部合計 11,05310,920
科　目 本年度末 前年度末 増　減

△ 133

（単位：百万円）

貸借対照表は、一定時点（決算日）における資産、負債、基本金の内容と在高を明示して学校法人の財政状況を明らか
にしています。

（3）貸借対照表

収入の部
学生生徒等納付金
補助金
手数料
寄付金
事業収入他
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

人件費
教育研究経費
管理経費
借入金等利息
資産処分差額他
消費支出の部合計
当年度消費支出超過額

平成26年度
1,546
544
26
18
67

2,201
△ 134
2,067

1,354
704
137
2
2

2,199
132

1,482
770
23
35
72

2,386
△ 25

1,434
1,528
269
1
0

3,232

収入の部 平成28年度

支出の部 平成26年度 支出の部 平成28年度

1,443
1,144
23
6
66

2,802
△ 39

1,443
733
158
0
4

2,338

平成29年度

平成29年度

1,418
760
20
4

104
2,317
△ 75

1,500
696
224
0
0

2,420

平成30年度

平成30年度

学生生徒等納付金
経常費等補助金
手数料
寄付金
付随事業収入＋雑収入
事業活動収入計
基本金組入額合計

人件費
教育研究経費
管理経費
教育活動外支出
特別支出
事業活動支出計

（単位：百万円）平成26年度の「消費収支」 平成27年度からの「事業活動収支の推移」

尚絅大学短期大学部附属こども園
（1）教育
　  ①環境整備として、乳幼児用の滑り台の設置、支援の必要な園児の教材備品を整備。
　  ②食育活動の推進として、季節に応じた種まき･苗植え･栽培･収穫･調理体験を実施。
（2）保護者支援
　  ①保護者への子育て支援として、地域ボランティア外部講師による講演会や担当職員･短大教員による子育て相談、情報提供を実施。
　  ②健康管理の徹底として、内科･歯科検診、尿検査及び園内の衛生検査等を実施。
（3）保育の指導力向上
　  ①園内研修や外部の各種研修会に参加し、教育･保育の指導力向上に繋がる取組みを実施。
　  ②短大と連携して、教育実習の指導内容の確認と研究課題に向けた検討会を実施。
（3）地域連携
　  ①地域･世代間交流の推進として、地域の老人会等と餅つき･昔あそび等を実施。
　  ②幼小連携の推進として、卒園児の在籍校を訪問し、すべての行事や連絡会に参加。

学校法人 尚絅学園
（1）組織・運営態勢改革
　  ①理事会等での協議検討、意思決定事項の周知を機動的かつ適切･着実に実施。
　  ②新認証評価システムに基づき内部質保証システムに関する研修会を実施。
（2）財政改革
　  ①財務実績及び財務諸比率の経年比較、中期財務計画の進捗状況を検証し、全教職員の理解･認識共有のための研修会を開催。
　  ②尚絅学園創立130周年記念募金第1期（2018/4～2021/3）募集を開始。
（3）人事・人材改革
　  ①教職員のスキルアップを考慮した上で互換性向上に繋がる人事異動を実施。
　  ②教職員の資質･能力向上を図るため、計画的･積極的に学内外の研修を実施及び参加。
（4）環境整備改革
　  ①学生･生徒の通学などの利便性向上のため、シャトルバスの運行を開始。
　  ②中学･高校及び大学･短大の両キャンパスに無線LANを導入。
（5）創立130周年記念事業
　  ①文化事業として、記念シンポジウム、親子3代表彰･座談会、芸術鑑賞会（オペラ）を開催。
　  ②記念刊行物として、「礎」創立130周年記念特集号を発行。
　  ③「尚絅学園創立130周年記念募金」‐教育･研究の施設､設備充実のための募金を開始。
　  ④マスコットキャラクターの制定、記念ホームカミングデイの開催、記念商品の開発･販売。

尚絅大学・尚絅大学短期大学部
（1）教育
　  ①授業改善アンケートを実施、学生からの意見を集約、またオープンクラスウィーク（教職員による講義相互参観）を実施。
　  ②食品衛生管理者及び食品衛生監視員任用資格の設備環境を整え、行政許可を取得。
（2）学生支援
　  ①安全で快適な環境整備のため、学生寮（如蘭学寮）の改修、リフォーム等を実施。
　  ②キャリア形成･就職支援活動の充実のため、尚絅アリーナにて、合同企業説明会を開催。
（3）研究
　  ①研究倫理に関する、規程類の整備を完了し、コンプライアンス教育を実施。
　  ②研究活動の活性化支援として、科研費申請書作成の講習会を開催。
（4）地域連携・社会貢献
　  ①産学官民と連携して、子育て研究･食育研究･ボランティア支援等に係る講演会･研修会･情報交換会を開催。
　  ②社会貢献として、サマーセミナー･尚絅公開講座･現代文化学部公開講座等を開催。
（5）国際交流
　  ①新たな海外の教育機関との連携として、南方大学学院（マレーシア）･上海杉達学院（中国）･高雄大学（台湾）と交流協定を締結。
（6）IRと自己点検・評価
　  ①IR機能の強化として、学外研修会に参加し、内部質保証システムに関する研修会を開催。

尚絅中学・高等学校
（1）教育
　  ①礼法教育の推進として、マナー検定上級資格を高校3年生の全員が合格。
　  ②基礎学力の確立のため、習熟度別に希望制朝課外及び小論文課外等を実施。
　  ③国際交流の推進として、選択制の海外修学旅行や韓国姉妹校（韓国鶴城女子中学校）との交流、留学セミナーを開催。
　  ④中高大連携の推進として、尚絅大学各学部の出前講義及び学部･学科説明会を実施。
（2）生徒支援
　  ①進路指導充実のため、外部研修会等に参加し、保護者や生徒へ進路情報を提供。
　  ②教育相談充実のため、生徒との個人面談、保護者との教育座談会を実施。
（3）地域貢献
　  ①尚絅アリーナにて、外部の小･中･高校生と合同練習会や各種大会を開催。
　  ②ボランティア活動の推進として、熊本城マラソンボランティアに約100名の生徒が参加。
　  ③学校主催事業として「尚絅杯ソフトテニス大会」等を開催した他、協力事業として「第1回みなみ阿蘇 野の花コンサート」等に参加。

2．事業報告の概要

1,504
532
26
15
94

2,173
△ 315

1,397
717
145
1
0

2,260

平成27年度

平成27年度

人件費 教育研究経費 管理経費 借入金等利息 資産処分差額他

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
0

500
1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500

消費支出（26年度） 事業活動支出（27～30年度）の推移

学生生徒等納付金 補助金 手数料 寄付金 事業収入他

30年度
0

500
1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500

帰属収入（26年度） 事業活動収入（27～30年度）の推移

26年度 27年度 28年度 29年度

平成30年度決算の概要と事業報告

07 0 8



受付／９：0０～随時　全体説明／10：0０～

内容／●学部・学科紹介  ●キャンパスツアー  ●模擬授業 
　　　●個別相談  ●学食体験（ランチ無料）など

オープンキャンパス
オープンキャンパス

尚絅祭
ホームカミングデイ

ナイト説明会

尚絅公開講座

公開シンポジウム
サマーセミナー

場所：熊本県民総合運動公園
　　 いこいの広場

文化祭

体育祭

事前申込
不要

オープンスクール
文化祭

オープンスクール
サマースクール

オープンスクール
尚絅コンサート
ナイト説明会

小学生対象

ナイト説明会
入試説明会
芸術鑑賞会

【短大】 幼児教育学科

〈詳細についてのお問合せ先〉尚絅大学･尚絅大学短期大学部入試センター ☎096-273-6300

〈詳細についてのお問合せ先〉尚絅中学校　尚絅高等学校 ☎096-366-0295

【大学】 現代文化学部文化コミュニケーション学科
　　　　生活科学部栄養科学科
【短大】 総合生活学科 ・ 食物栄養学科

九品寺キャンパス

武蔵ヶ丘キャンパス

当日参加
可能

Ⅰ．はじめに

Ⅱ．主な施策

2019年度　学校法人尚絅学園事業計画

　尚絅学園は、2013年に学園の将来計画である「長期ビジョン（将来像）と中長期行動計画」を制定し、その後、学園を取巻く環境変化や計画の進捗状況等を勘案し、2015年及び2017年に改定を行い
全学的に教育研究や管理運営面に亘る改革に取組んできました。その様な中、2018年は計画の中間点、折り返し点にあたるとともに、文部科学省の幼児・初等・中等教育における学習指導要領の全面
改訂や「第3期教育振興計画」の策定、中央教育審議会の「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン」の答申など、今後の社会変化の方向を踏まえた学校教育の在り方に関する新たな方向づけや、
教育改革の目指すべき姿が相次いで示されました。私たちはこれらの環境変化や今後の教育政策を積極的に将来計画に織込む必要性を認識し、2019年に第3回目の改定に取組みました。
　2019年度事業計画を策定するにあたり、第3回改定後の「長期ビジョン（将来像）と中長期行動計画」に基づき、具体的かつ明確な単年度事業計画を立て、一つひとつ確実に実行していくことが必要です。

　本学園が社会に支持され、社会に貢献していくためには、経営力の強化、強固な財務基盤の構築、人材(教職員）育成の強化、施設設備及び教育・研究環境の拡充が必要不可欠です。
○経営力の強化
　経営の規律と誠実性を維持しつつ、急速な環境変化に迅速に対応するため、今以上にガバナンスの強化・組織マネジメントの強化に取組みます。また、積極的な情報公開を推し進め「経営情報の
見える化」を実現するとともに、コンプライアンスの遵守・働き方改革への積極的な取組みによる教職協働を実現し、組織力の結集を図ります。

○強固な財務基盤の構築
　単年度の収支バランスが不均衡になっており、安定した財務基盤の確立が急務となっています。学生生徒等の定員未充足の早期解消と学生生徒等納付金の見直しや補助金等の確実な獲得、
経費管理の厳格化と支出抑制等による収支改善に取組み、適正な収支バランスの確保に取組みます。

○人材育成の強化
　高度化・複雑化する教育・研究に適応し、多様化する学生・生徒への適切かつ的確な対応ができる人材の育成が重要となっています。実効性のある研修体制の整備、計画的なFD・SDの確立に取
組み、教職員一人ひとりの資質向上・能力向上の強化に取組みます。

○施設設備及び教育・研究環境の拡充
　安全・安心を充分担保した施設設備の整備や機動的・有効的な危機管理態勢の確立を目指します。高度情報化やグローバル化等の環境変化に対応したＩＴ環境・インフラ整備の構築とともに、
将来構想に基づく計画的な教育・研究環境の拡充に取組みます。

○教育と学修の充実
　建学の精神・教育理念に基づく自校教育のほか、教育方法や教育体制・教育課程の点検・改善を進め、質の高い教育を実現するとともに、学修成果の計測・評価を通して、学修支援・学修成果の
向上への取組を推進します。

○学生の確保
　高校生や社会ニーズに応じた新たな学部やコースの設置、学部のキャンパス移転などを検討するとともに、入試方法や入試広報の改革・充実を図り、総合学園としての中高大連携を強化します。
○学修環境の整備
　教育・研究施設の整備促進と合わせ、安心安全なキャンパス構築に努めます。
○学生支援の充実
　学修支援センター、就職・進路支援センターの活動を一層充実し、支援強化に努めます。
○研究力の強化
　研究倫理の充実、研究力の向上と研究活動の活性化を図り、地域や社会への還元を推進します。
○社会連携の拡充
　産学官民連携に努め、各センターの機能強化を図りつつ、社会貢献の諸活動を通して本学の地域社会での存在感を高めます。
○国際交流の体制整備と拡充
　海外の教育研究機関との連携推進及び留学生の派遣・受け入れを強化します。
○ＩＲ機能強化と自己点検・評価への適切な対応
　ＩＲ機能を強化し、恒常的な自己点検・評価システムの定着によるＰＤＣＡサイクルの確立に努めます。

○特色ある教育の確立
　「建学の精神」「教育理念」を基に、魅力ある授業や学校行事等を通して知識・技能・思考力等のバランスの取れた生徒の育成に努めると共に、新学習指導要領の内容を踏まえ、学力向上及び
授業改革に取り組みます。また、徳育・情操教育・女子教育の充実を図り、社会的・職業的自立に向けて必要な能力が身につく取り組みを行い、グローバルな社会で活躍できる人材を育成する
ために生徒の国際交流の活性化を推進します。

○教育の質向上
　生徒に「何ができるようになるか」という具体的な目的を明確に示すことにより「何のために学ぶのか」という学習の意義を生徒が自ら考える授業を行います。その為にカリキュラム・マネジメントを
確立して、学校全体として教育内容や時間の適切な配分、必要な人的・物的体制の確保、教育活動の質の向上を目指します。また、キャリア教育の充実に努め、職業観の育成や職業人に求められる
倫理観の育成を図ります。

○生徒支援の確立
　生徒が安心して学べるように経済的に就学困難な生徒への各種制度を充実させると共に、育友会・同窓会・後援会との連携を一層深めて生徒の日常の学業・課外活動等の支援体制を整えます。
○地域貢献の充実
　地域の実態や社会のニーズに応じて地域社会に積極的に参加できる人材を育成すると共に、地域に開かれた学校として学校の特色を活かした地域の行事の参加、ボランティア活動、及び各種
大会を主催して地域への活性化に貢献します。

○学習意欲あふれる生徒の確保
　女子の総合学園として様々な生徒を広く受け入れるためにコース毎の魅力を再構築します。また、シャトルバスの運用や特待生制度を更に充実させて、県下一円の地区から幅広く志願者を募り
ます。公立小学校・中学校に加えて学習塾や地域との連携を深め、広報活動の充実を図ります。

○学校評価
　意義と目的を全職員が理解して、学校運営に反映させ、より良い学校作りに活かします。

1．学園全体・学校法人

　本学の最重要課題は、定員未充足の学部・学科があり、一部はそれが恒常化しつつあることです。教育の質を上げることによって魅力を高めるとともに、今年度は特に戦略的な広報活動を
展開し、学生確保に力を尽くします。

2．尚絅大学・尚絅大学短期大学部

　2019年度は2022年度から年次進行で実施される新学習指導要領を視野に入れて検討し、さらなる事業内容の充実と新しい事業を以下のように取組みます。
3．尚絅中学・高等学校

○教育・保育内容の改革と尚絅らしさの追求
　豊かな自然環境を活かした特色ある園づくりを進め、大学・短期大学部及び外部専門機関との連携強化や食育活動を推進します。
○園児の確保
　園児募集の方法の見直しや多様な広報活動を通して、園児の確保に努めます。
○子育て支援の充実
　在園児保護者はもとより地域保護者への子育て支援の充実・強化に取り組みます。
○教育・保育の指導力向上
　園内研修に加え、短期大学部との合同研修や研究会、外部専門機関との連携による教育・保育の指導力向上に努めます。
○地域連携の拡充
　世代間交流の推進のほか、円滑な幼小連携の推進を図ります。
○学校評価の充実と活用
　学校評価を活用し、一層の教育・保育活動の充実に努めます。

　本園は、幼稚園として50年、こども園として3年間に亘る教育・保育に関する蓄積と課題を改めて検証するとともに、2018年度に改定された教育・保育要領や指針を踏まえ、保護者ニーズや社会
からの要請に応えるこども園を目指します。

4．尚絅大学短期大学部附属こども園

7/21（日）・7/28（日）

オープンスクール

9：3０～8/ 3（土）〈第2回〉

9：3０～7/14（日） 8/7（水）
〈第1回〉

9：3０～10/12（土）〈第3回〉

午前の部  ９：００～１１：３０
午後の部１３：００～１５：３０

サマースクール
小学生のための1日体験

内容／英語や環境の授業を中心に学習体験を
　　　行います。

内容／●生徒による学校紹介 ●部活動紹介 
　　　●授業体験 ●部活動体験 ●校舎見学 など

尚絅中学校　尚絅高等学校 イベント情報

尚絅大学　尚絅大学短期大学部 イベント情報

11月

10月

9月

8月

7月

12月

11月

10月

9月

8月

7月

１０：００～１4：００7/14（日）

8：3０～9/26（木）

尚絅サタデーツアー
体育祭

シャトルバスも運行します

参加特典 参加者全員にオリジナルグッズをプレゼント！

参加特典 参加者全員にオリジナルグッズをプレゼント！

第1回オープンスクールと同時開催

文化祭と
同時開催

来場者に
チュロス（7月）

尚絅バーガー（8月）
プレゼント！

場所：熊本県立劇場
生徒・保護者・同窓生による
コンサートです。

〈第21回〉尚絅コンサート

入場無料

１3：3０～10/19（土）

9：3０～１1：3０9/14（土）
尚絅サタデーツアー

11/12（火）〈第2回〉

18：3０～19：3０

18：3０～19：3０

18：3０～19：3０

10/17（木）〈第1回〉

12/ 6（金）〈第3回〉

ナイト説明会
お仕事の都合で日中はお時間のとれない
保護者向けの説明会です。

対象：小学生、中学生
実際に本校の教室や施設を使って模擬体験ができます。

13：3０～１6：0０
※詳細は、決まり次第ホームページでお知らせします。

第１９回公開シンポジウム　第34回サマーセミナー
場所：尚絅大学短期大学部 幼児教育学科（武蔵ヶ丘キャンパス）8/4（日）

【桜花爛漫～Power of smile～】

メインテーマ

対象：男女、年齢に関係なく受講できます。
※詳細は、決まり次第ホームページでお知らせします。 ※詳細は、決まり次第ホームページでお知らせします。

『人間探求―新たな時代を生きるために―』

2019年度　

尚絅公開講座

場所：九品寺キャンパス
9/2（月）～9/6（金）

●クラスバザー  ●研究発表  
●カラオケコンテスト 
●ミスコンテスト  ●展示  ●ゲストライブ など

尚絅祭

場所：九品寺キャンパス
　　 武蔵ヶ丘キャンパス

11/23（土）･24（日）

要事前
申込

2019年度事業計画 INFORMATION

0 9 1 0


